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１．はじめに 

経済的な生産性を最重視する環境整備がなされた結果，自然的

要素のほとんどが喪失した現代の都市空間において，わずかに残

存した森林は，都市気象のコントロールや生物多様性の保全，大

気浄化，騒音低減，災害防止，景観形成，都市住民の余暇活動の

場 3, 12, 15)としての役割など，多岐にわたる重要な機能を果たして

いる。その中でも長期間にわたって良好な状態で保護されてきた

社叢は，市街地内に在りながら自然性の高い植生を維持してきた

特に貴重な森林である 17)。しかしその多くは小面積で，1 ha以上

のものは少ないとされる 4)。 

こうした中，総面積が 12.4ha であり，成立から非常に長期間

が経過した成熟林である京都下鴨神社糺の森は，都市域に立地す

る大規模な森林として非常に稀有な存在である。 

糺の森は高野川と賀茂川が合流する氾濫原に立地しており，そ

の結果，ムクノキ，エノキ，ケヤキなどの落葉広葉樹種が優占す

る植生が成立し 13)，1939年に実施された幹周100cm以上対象の

毎木調査では上記の3樹種の胸高断面合計の全体比が85%であっ

た 10)。しかし1934 年発生の台風被害の復旧を目的としたクスノ

キを中心とする常緑広葉樹種の人為的導入や，河川改修による撹

乱体制の変化などによって，近年，植生構造が大きく変化しつつ

ある 13）。本来の優占樹種であるムクノキ，エノキ，ケヤキの個体

群保全を図るためには，その更新プロセスの理解が不可欠であり，

よって林冠木の枯死により形成されるギャップとそれに伴う林床

での環境変化 14, 23)，以上と実生の発生定着状況との関連性の，長

期間における検討が非常に重要となる。これまで糺の森での林床

での木本実生の発生定着状況およびその影響要因については，坂

本ら 16)および田端ら 19)による研究例があるが，いずれも短期間の

観測によるものであり，また実生の出現と周囲の母樹密度との関

係性などは検討されていない。 

そこで本研究は，糺の森において林冠木の枯死によって形成さ

れたギャップ下に発生定着が見られた木本実生の各樹種の個体密

度，サイズ構造を調査し，種子の供給ポテンシャル，林床の光条

件，ギャップ形成木の枯死形態との関連性を検討した。さらに同

一サイト間の9年間での木本実生の個体群の種構成の変化を解析

し，以上から下鴨神社糺の森の主要樹種の実生の更新過程とその

影響要因を明らかにすることを目的とした。 

 

２．調査地概要 

調査対象地である糺の森は，賀茂御祖神社（下鴨神社）の境内

林で，総面積は12.4ha，参道，社殿などを除いた森林のみの面積

は9.08 haである 13)。  

本調査地では，これまで胸高直径10cm以上の全樹木を対象と

する全域での毎木調査が1991年，2002年，2010年の計3 回実

施されている18,21)。1991年は56種3416本，2002年は59種3433
本，2010年では59種3635本の樹木が確認された。個体密度は

アラカシが最も高く1991年は全体の15.6%，2002 年は16.2%，

2010 年では 17.6%を占めていた。全体での胸高断面積合計は

1991 年には 37.2m2/ha，2002 年が 40.6m2/ha，2010 年は

43.0m2/ha であった。胸高断面積合計の相対値は1991 年にはム

クノキが 22.4%で最大であったが，2002 年はクスノキが最大と

なっていた。また 1991 年，2002 年，2010 年とも落葉広葉樹が

全体の50%以上を占め，またクスノキ，ムクノキ，エノキ，ケヤ

キ4種で約70％を占めていた 18)。 

 

３．調査方法 

（１）調査地点の選定 

糺の森で2003年に実施した，1991年から2002年の期間内で

の林冠木の枯死により形成されたギャップ下への木本実生の発生

定着状況 19)の調査箇所のうち39地点を，2012年時点における枯

死からの経過年数が10年以上21年未満のサイトとして再び選定

した。またさらに2002年から2010年の間に林冠木が枯死した箇

所（枯死からの経過年数2年以上10年未満）を35地点，枯死が 
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表－1 発生定着した木本実生の生活型別の個体密度と出現頻度

(2012年) 

2010年から2012年の間（枯死からの経過年数2年未満）での箇

所14地点を加えた計88地点を今回の調査対象サイトとして選定

した。 

（２）枯死木跡地への実生の発生定着状況 

林冠木が枯死した跡地への木本実生の発生と定着の状況につい

ての調査を行った。88ヶ所の各調査地点に4m×4m のコドラー

トを設置した（総面積1408m2）。各コドラート内に生育が見られ

た全ての木本実生を調査対象として，樹種，樹高を記録した。調

査は2012年9月から翌年2月にかけて実施した。 

（３）光環境評価 

88か所の調査地点において光環境の評価を行った。デジタルカ

メラ（Nikon Coolpix 950）にフィッシュアイコンバータ（Nikon 
FC-E8）を装着して各調査地点において，地上から約50cmと100 
cm の 2 つの高さで全天写真の撮影を行った。実施時期は 2012
年 9 月から 10 月にかけてである。その後，撮影した写真から全

天写真解析プログラム 22)を用いて，天頂方向の明るさを加重 1)し

た相対散乱光量（%）を算出した。 

（４）林冠ギャップ形成木の枯死形態 

跡地への木本実生の発生定着へ影響が考えられる要因として，

ギャップを形成した林冠木の枯死形態の記録を行った。倒伏して

枯死している「根返り」，幹の中間で折れている「幹折れ」あるい

は幹が中間で折れてはおらず直立した状態で枯死している「立ち

枯れ」，ナラ枯れの感染等によって枯死した樹木を根元から伐採し

た「撤去」に区分した。幹折れや立ち枯れでは林床の光環境が改

善されるのみであるが，根返りによる枯死ではさらに林床に微小

地形が形成されるなど土壌撹乱が伴うとされる 14)。 
 

４．解析方法 

（１）林床への種子供給ポテンシャルおよび展葉期の光条件 

実生の発生定着に対する種子の供給ポテンシャルの指標として，

近隣に存在する同種の成木本数を用いた。鳥被食型散布樹種のミ

ズキでは，鳥に被食されて長距離に散布される率は全体の17％ほ

どで，ほとんどが自然落下し，さらに自然落下した果実の98%が

母樹下に分布する 11) ,また堅果型樹種では約 70％が 10ｍ以内に

散布されるとの報告 9)より,今回の成木の探索範囲を各調査地点

の中心から半径 10m 圏内とした。また繁殖個体サイズに関して

は，シラカシは直径 15cm 程度以上から結実が見られ 8)，また京

都市内の都市内再生林での植栽木の調査結果 20)で得られた結実

個体の直径最小値（エノキ14cm，アラカシ5cm，ケヤキ18cm，

シイ12cm，ツバキ4cm，クスノキ20cm，ムクノキ9cm）から，

半径 10m 圏内に位置する各樹種での上記の最小結実サイズ以上

の樹木の本数を樹種ごとにカウントし，調査コドラート内に発生

定着した同種の実生の個体密度との関係を検討した。 

また落葉樹優占林での下層の光環境は季節により大きく変動が

見られるとの報告 2)から，展葉期の光条件の指標として，周囲に

位置する常緑樹種の断面積合計を採用した。各調査地点の中心か

表－2 発生定着した木本実生の樹種別の個体密度と出現頻度 

     (2012年)  

ら半径4m圏内に位置する直径10cm以上の常緑性樹木の断面積

の合計値を求め，圏域の面積に対する割合（%）に換算した。以

上の 10m 圏内成木本数および 4m 圏内常緑樹種の断面積合計の

算出には，2010年に行った毎木調査で得られた幹直径10cm以上

の樹木の樹種，直径，位置データを用いた。 

（２）2003年から2012年での9年間の木本実生個体群の動態 

2003 および2012 の両年で調査を行った39ヶ所のうち，実生

の発生定着が見られた31ヶ所について，9年間での実生個体群の

種組成の変化を検討した。2003年および2012年それぞれに対す

る31の調査地点の計62ヶ所について，出現頻度が5%以上であ

った9種の個体密度データを基に，TWINSPAN5)によって62か

所の地点，樹種を相互に位置づけ，グループ分類を行った。さら

に DCA6)によって座標付けを行い，同一調査地点の年次間での発

生実生の種組成の類似性を検討した。さらに TWINSPAN によ

り分類された各地点グループの特性およびDCA の各地点スコア

と相対散乱光量（%）および半径 4m 圏内の常緑樹木の胸高断面

積合計（%）との関連性を検討した。相対散乱光量は，2012年が

地上高 50cm での値，2003 年については同年 9 月の測定値 18)，

また半径4ｍ圏内の常緑樹木の胸高断面積合計は2012年が2010
年実施 19)，2003 年については 2002 年 17)に実施した毎木調査結

果より算出した値を用いた。 

 

５．結果 

（１）林床に発生定着した木本実生の 2012 年での種組成および

サイズ構造 

林冠木の枯死跡地88地点で，2012年に発生定着が見られた全

木本実生は36種4335本（307.9本/100m2）であった（表－1）。
このうち常緑広葉樹は18種2264本（160.8本/100m2），落葉広

葉樹15種1836本（130.4本/100m2），針葉樹・その他が3種233
本（16.5 本/100m2）であった。常緑広葉樹は 94.3%と高い出現

頻度を示した。また樹高サイズごとで見ると，樹高50cm未満で

は常緑広葉樹が153.1本/100m2，落葉広葉樹が128.1本/100m2

であった。また樹高50-100cmでは，常緑広葉樹が3.1本/100m2, 

落葉広葉樹が1.6本/100m2となっていた。樹高100cm以上では

常緑広葉樹が 4.6 本/100m2, 落葉広葉樹が 0.6 本/100m2であっ

た。 

樹種別での個体密度は，全体ではエノキが最も高く81.6本/100 
m2，次いでアラカシが 71.0 本/100m2，ケヤキ 33.5 本/100m2，

シイ20.6本/100m2の順であった（表－2）。出現頻度はアラカシ

が最も高く全体の58.0%の地点で見られた。樹高クラスごとに見

生活型
個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

常緑広葉樹 153.1 87.5 3.1 30.7 4.6 39.8 160.8 94.3
落葉広葉樹 128.1 56.8 1.6 11.4 0.6 8.0 130.4 58.0
針葉樹・その他 11.9 58.0 2.6 22.7 2.1 17.0 16.5 69.3
計 293.1 93.2 7.4 46.6 7.4 51.1 307.9 97.7

樹高50cm未満 樹高50-100cm 樹高100cm以上 計

樹種
個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

個体密度

(本/100m
2
)

出現
頻度
（%）

エノキ 81.4 39.8 0.2 3.4 0.0 0.0 81.6 39.8
アラカシ 68.2 50.0 1.1 10.2 1.6 14.8 71.0 58.0
ケヤキ 33.3 25.0 0.2 3.4 0.0 0.0 33.5 26.1
シイ 20.6 22.7 0.1 2.3 0.0 0.0 20.7 23.9
ツバキ 17.5 34.1 0.1 2.3 0.6 10.2 18.3 39.8
クスノキ 17.4 21.6 0.0 0.0 0.0 0.0 17.4 21.6
シュロ 11.2 52.3 2.3 20.5 1.7 11.4 15.2 59.1
シラカシ 11.6 4.5 0.1 2.3 0.2 1.1 11.9 4.5
アオキ 5.6 36.4 0.8 12.5 1.6 20.5 8.0 45.5
ムクノキ 5.3 25.0 0.4 2.3 0.3 4.5 6.0 25.0
その他* 21.1 - 1.9 - 1.3 - 24.4 -

樹高50cm未満 樹高50-100cm 樹高100cm以上 計

（*：トウネズミモチ，アカメガシワ，チャノキ，ネズミモチ，ナンテン，イヌマキ，
ナナメノキ，カナメモチ，マンリョウ，シャリンバイ　他16種)

表－3 調査地点の光環境，林冠ギャップ形成木の枯死形態，周囲の閉鎖林分の構造

平均±S.D. 最小 最大 平均±S.D. 最小 最大 平均±S.D. 最小 最大
88  12.3± 1.8 8.5 16.7  12.3± 1.8 7.9 16.5 33 39 10 6  0.25±0.26 0.00 1.39

相対散乱光量（%） ギャップ形成林冠木の枯死形態別の地点数 半径4m圏内の直径10cm以上
常緑樹木の胸高断面積合計 (%)地点

数

地上50cm 地上100cm
根返り

幹折れ・
立ち枯れ

撤去 不明
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表－4 10m圏内の同種成木本数別， 

光環境別での発生定着実生の個体密度 

表－6 10m圏内の同種成木本数別， 

周囲の閉鎖林分の構造別での発生定着実生の個体密度 

 

ると，樹高50cm 未満においてはエノキが81.4本/100m2, アラ

カシが68.2本/100m2 ，ケヤキが33.3本/100m2であった。樹高

50-100cm ではシュロが最も多く見られ，2.3 本/100m2, 次いで

アラカシが1.1本/100m2となっていた。また樹高100cm以上に

おいてもシュロの個体密度が最も高く 1.7 本/100m2 となってい

た。 

2012年に測定した全88地点での相対散乱光量の平均値は地上

50cm，地上100cmいずれも12.3%であった（表－3）。またギャ

ップを形成した林冠木の枯死の形態は，根返りが 33 地点（全体

比37.5%），幹折れおよび立ち枯れが39地点（44.3%），人為的に

撤去されたものが10地点（11.4%）となっていた。幹折れおよび 

立ち枯れが最も多く見られた（表－3）。 

表－5 10m圏内の同種成木本数別， 

林冠ギャップ形成木の枯死形態別での発生定着実生の個体密度 

 

（２）主要樹種実生の発生定着環境 

発生定着した主要高木性8種の樹高が50cm未満の実生の個体

密度を，調査地点から 10m 圏内の同種の成木の本数階別（0 本，

1－2本，3本以上），相対散乱光量別（12%未満，12%以上），ギ

ャップを形成した林冠木の枯死形態別（根返り，幹折れ・立ち枯

れ，撤去），調査地点から 4m 圏内の常緑樹木の断面積合計階別

（0.25%未満，0.25%以上）で検討した。相対散乱光量および4m 
圏内の常緑樹木の断面積合計階については，88地点全体での平均

値（表－3）をそれぞれ階級区分の閾値とした。その結果，エノ

キ，ケヤキ，ムクノキでは相対散乱光量12%以上の場合で発生定

着個体が多数見られた（t検定, エノキ p < 0.001, ケヤキ p < 
0.01, ムクノキ p < 0.05）（表－4）。 

林冠ギャップを形成した樹木の枯死の形態については，根返り

と幹折れ・立ち枯れのタイプ間では，発生定着した実生の個体密

度に差異は見られなかった（表－5）。 

（３）2003年から2012年での9年間の木本実生個体群の動態 
31調査地点の2003年および2012年での計62の結果を同列に

し，TWINSPANにより地点，樹種をグループ分けした結果を表

－7に示した。地点グループAでは，種グループ1に区分された

アラカシ，ツバキの個体密度が有意に高くなっていた（t検定， ア

ラカシp < 0.01，ツバキp < 0.05）。これに対して，地点グルー

プBでは種グループ2に区分されたエノキ，ムクノキの個体密度

が有意に高い傾向が見られた（t 検定， エノキ p < 0.01，ムク

ノキp < 0.05）（表－7）。相対散乱光量は地点グループBにおい

て有意に高い値が見られた（t 検定， p < 0.05）（表－7）。また

半径4mの圏域内での直径10cm以上常緑樹木の胸高断面積合計

は地点グループAが有意に高い値を示した（t検定， p < 0.001）
（表－7）。 

2003年は地点グループAであった24ヶ所のうち，2012年も

グループAのままであった箇所は20，地点グル―プBに変化し

た箇所は4であった。また2003年に地点グループBに分類され

た 7 ヶ所のうち，2012 年も地点グループB に区分されたのは 4
ヶ所，地点グル―プAとなったのは3ヶ所であった（表－8）。 

樹種
地
点
数

個体密度

（本/100m
2
）

平均±S.D.

地
点
数

個体密度

（本/100m
2
）

平均±S.D.

地
点
数

個体密度

（本/100m
2
）

平均±S.D.

0 14 61.6±135.7a 13 140.9±184.8a 5 413.8±265.3b
1-2 10 29.4±088.6a 13 21.2±045.9a 3 368.8±633.3b
3以上 9 34.0±064.7a 13 42.3±150.7a 2 9.4±013.3a
計 33 44.3±104.7a 39 68.1±146.3a 10 319.4±384.1b
0 7 0.0±000.0a 12 0.0±000.0a 3 0.0±000.0a
1-2 10 28.8±045.6a 10 55.0±072.4a 4 135.9±154.1a
3以上 16 132.8±195.4a 17 72.8±163.2a 3 352.1±572.2a
計 33 73.1±148.5a 39 45.8±116.0a 10 160.0±319.0a
0 20 7.5±023.9a 17 59.6±143.7a 9 19.4±031.6a
1-2 10 71.3±153.5a 15 14.6±033.0a 1 0.0±000.0a
3以上 3 222.9±386.1a 7 0.0±000.0a 0 -
計 33 46.4±142.6a 39 31.6±098.7a 10 17.5±030.4a
0 28 2.9±009.1a 31 1.6±004.6a 6 0.0±000.0a
1-2 5 18.8±030.0a 4 62.5±120.9a 2 21.9±030.9a
3以上 0 - 4 245.3±341.0a 2 150.0±212.1a
計 33 5.3±014.7a 39 32.9±126.5a 10 34.4±094.3a
0 22 4.0±013.7a 26 6.7±028.2a 5 0.0±000.0a
1-2 5 27.5±051.3a 6 4.2±003.2a 2 6.3±008.8a
3以上 6 61.5±019.5a 7 64.3±082.7a 3 56.3±086.8a
計 33 18.0±031.9a 39 16.7±046.0a 10 18.1±048.8a
0 29 0.0±000.0a 31 0.0±000.0a 6 0.0±000.0a
1-2 4 39.1±056.0a 4 0.0±000.0a 0 -
3以上 0 - 4 1.6±003.1a 4 335.9±416.1a
計 33 4.7±021.5a 39 0.2±001.0a 10 134.4±296.3b
0 17 4.0±015.1a 12 8.9±024.9a 1 6.3±000.0a
1-2 8 1.6±002.9a 20 50.9±189.2a 5 16.3±012.2a
3以上 8 0.0±000.0a 7 3.6±007.1a 4 56.3±108.4a
計 33 2.5±010.9a 39 29.5±136.3a 10 31.3±066.7a
0 15 6.3±015.5a 14 6.3±010.4a 8 10.9±010.4a
1-2 14 3.6±009.4a 22 6.3±017.5a 2 0.0±000.0a
3以上 4 0.0±000.0a 3 6.3±006.3a 0 -
計 33 4.4±012.1a 39 6.3±014.4a 10 8.8±010.3a

（アルファベットは，10m圏内同種成木本数が同階級での，
異なる林冠ギャップ形成木の枯死形態間でのTukey法による多重比較結果
を示す。異なるアルファベットは有意差を表示  p < 0.05）

クスノキ

ムクノキ

エノキ

アラカシ

ケヤキ

シイ

ツバキ

林冠ギャップ形成木の枯死形態
10m
圏内
同種
成木
本数

根返り 幹折れ・立ち枯れ 撤去

シラカシ

樹種 地点数

個体密度

（本/100m
2
）

平均±S.D.

地点数

個体密度

（本/100m
2
）

平均±S.D.

0 19 85.2±148.1 16 196.5±251.3
1-2 18 80.6±262.7 10 23.1±052.4
3以上 16 39.1±135.1 9 27.8±066.2
計 53 69.7±189.3 35 103.6±192.6
0 13 0.0±000.0 9 0.0±000.0
1-2 20 47.2±085.5 7 70.5±075.1
3以上 20 116.6±236.8 19 117.8±212.0
計 53 61.8±159.2 35 78.0±165.2
0 26 38.9±118.5 25 13.0±028.4
1-2 20 35.6±104.6 6 36.5±089.3
3以上 7 95.5±252.8 4 0.0±000.0
計 53 45.2±136.1 35 15.5±043.0
0 50 1.5±006.6 21 3.3±006.1
1-2 3 81.3±140.7 8 18.0±026.0
3以上 0 - 6 213.5±284.9
計 53 6±033.9 35 42.7±135.5
0 36 4.9±024.0 20 5.3±014.7
1-2 6 24.0±046.7 9 4.2±004.4
3以上 11 73.9±066.1 6 43.8±047.9
計 53 21.3±047.0 35 11.6±026.1
0 48 0.0±000.0 24 0.0±000.0
1-2 4 9.4±018.8 4 29.7±059.4
3以上 1 0.0±000.0 7 192.9±344.1
計 53 0.7±005.2 35 42.0±164.8
0 24 3.6±012.8 9 10.4±029.0
1-2 21 2.1±005.7 14 76.3±223.9
3以上 8 3.1±006.7 12 18.8±063.0
計 53 2.9±009.5 35 39.6±146.9
0 23 6.5±013.9 17 7.0±009.9
1-2 23 7.3±017.8 18 1.0±004.4
3以上 7 2.7±004.9 0 -
計 53 6.4±014.9 35 3.9±008.0

シラカシ

ムクノキ

ケヤキ

シイ

クスノキ

半径4m圏内の直径10cm以上常緑樹木の
胸高断面積合計

アラカシ

エノキ

ツバキ

10m圏内
同種
成木
本数

0.25%未満 0.25%以上

樹種 地点数

個体密度

（本/100m2）
平均±S.D.

地点数

個体密度

（本/100m2）
平均±S.D.

p

0 14 17.4±032.3 21 215.2±235.3 **
1-2 16 11.7±038.7 12 124.5±317.6
3以上 11 5.1±012.1 14 58.5±149.5
計 41 11.9±031.0 47 145.3±243.2 ***
0 6 0.0±000.0 16 0.0±000.0
1-2 13 34.1±060.7 14 71.0±097.0
3以上 22 156.0±255.2 17 66.9±164.1
計 41 94.5±199.8 47 45.3±114.5
0 23 0.0±000.0 28 47.8±113.9
1-2 12 4.2±012.6 14 62.9±131.2
3以上 6 0.0±000.0 5 133.8±299.1
計 41 1.2±006.9 47 61.4±144.7 **
0 35 3.8±008.9 36 0.3±001.5 *
1-2 4 7.8±011.8 7 50.9±089.4
3以上 2 15.6±004.4 4 312.5±310.1
計 41 4.7±009.2 47 34.4±122.4
0 24 10.7±031.4 32 0.8±003.5
1-2 7 20.5±043.6 8 4.7±004.4
3以上 10 44.4±042.9 7 90.2±074.7
計 41 20.6±038.3 47 14.8±041.9
0 34 0.0±000.0 38 0.0±000.0
1-2 5 7.5±016.8 3 39.6±068.6
3以上 2 3.1±004.4 6 224.0±366.0
計 41 1.1±005.9 47 31.1±142.9
0 21 5.4±019.0 12 5.7±018.0
1-2 13 0.0±000.0 22 50.6±179.7
3以上 7 1.8±003.0 13 18.3±060.5
計 41 3.0±013.7 47 30.2±127.1
0 15 5.4±011.3 25 7.5±012.9
1-2 24 0.3±001.3 17 10.7±020.3 *
3以上 2 0.0±000.0 5 3.8±005.6
計 41 2.1±007.2 47 8.2±015.4 *

（***：p < 0.001，**：p < 0.01，*：p < 0.05)
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シイ

ツバキ

シラカシ

10m圏内
同種
成木
本数

相対散乱光量12%未満 相対散乱光量12%以上

クスノキ
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 DCA を用いて各調査地点の座標付けを行い，同一調査地点の

年次間での発生実生の種組成の類似性を検討した結果を図－1 に

示した。DCAの第1軸と相対散乱光量との間の相関係数は0.33，
第 2 軸と常緑樹木の胸高断面積合計との間の相関係数は-0.43 で

あり，いずれも有意性が見られた（p < 0.01）。 

 

６．考察 

本研究で対象とした樹種においては，実生の発生定着個体の密

度は，ギャップ形成の際での林冠木の枯死形態のタイプ間では大

きな相違は見られず（表－5），林床の土壌撹乱の程度はあまり影

響していなかった。これに対し，エノキ，ケヤキ，ムクノキでは

相対散乱光量が 12%以上のサイトではより多数の実生の発生が

見られ，これらの樹種では開葉期の光条件が更新に強く影響して

いることが示唆された。 

ケヤキでは相対散乱光量 12%以上の条件では 10ｍ圏内の同種

の成木の密度が高まるにつれて，実生の個体密度も高くなってい

たが，エノキでは，10m圏内に同種の成木が存在しない場合でも，

多数の実生の定着が見られた（表－4）。風散布型樹種であるケヤ

キでは，一定条件以上の光環境下では，周囲の母樹の密度が実生

の出現数の規定要因となっていると考えられた。 

また重力散布型樹種であるアラカシ，シラカシでは，母樹が10
ｍ範囲内に存在しない場合では，実生の出現は見られなかったが，

同じ重力散布型のシイでは低密度ながら出現が見られた（表－4，
5，6）。シイは埋土種子集団を形成することが報告されており 5)，

かつて近隣に生育していた成木から散布された埋土種子からの発

生である可能性が考えられる。 

エノキ，ケヤキとともに糺の森の林冠層での主要構成樹種であ

るムクノキの実生の発生は全体的に非常に少ない傾向にあった

（表－2）。2002 年での直径 10cm 以上の成木個体の密度は，エ

ノキが41.3本/ha，ケヤキが29.4本/haであったのに対して，ム

クノキは 34.8 本/ha であり 18)，エノキ、ケヤキと同様に，ムク

ノキについても林床に十分な種子の供給はなされているものと思

われる。今回，2012年での調査地点全体での相対散乱光量の平均

は約12 %であったが（表－3），この値はエノキ，ケヤキ実生の 

 

表－8 TWINSPANによる地点グループ分類からみた 

林床に発生定着した木本実生の種構成の動態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 DCAによる各地点の座標付け 

発生定着に対しては十分であるが，ムクノキの更新には不十分な

条件であると思われる。 
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2003年/2012年 地点グループA 地点グループB 計
地点グループA 20 4 24
地点グループB 3 4 7
計 23 8 31
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表－7　TWINSPANによって分類された各地点グループでの発生定着実生の個体密度，光環境，周囲の閉鎖林分の構造

アラカシ シュロ ツバキ クスノキ シイ エノキ ケヤキ ムクノキ アオキ
A 47 63.2±105.8 30.7±39.4 8.8±021.8 1.6±009.2 1.3±003.7 13.2±075.9 0.0±000.0 0.1±000.9 3.1±006.2  9.9±2.3 0.26±0.22
B 15 3.8±006.6 20.0±22.2 0.4±001.6 1.3±004.8 12.1±046.8 62.9±139.6 52.1±154.0 14.6±020.1 17.9±021.1  11.9±3.0 0.09±0.10
p値 ** * ** * ** * ***
（***：p  < 0.001，**：p  < 0.01，*：p  < 0.05)

平均±S.D.

常緑樹木
胸高断面積

合計（%）
(平均±S.D.)

発生定着が見られた実生の個体密度（本/100m
2
）

地点
数

種グループ2種グループ1
（平均±S.D.）

相対散乱
光量（%）
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